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この デジ タルアー カ イブは 「全 国マルチ メデ ィア祭inわ かや ま2004」 にお いて2会 場

で一般 に公 開され た.ま た産経 新聞 において関 連記 事が掲 載され た.特 にマ ルチ メデ ィア祭

では,一 般 の人々か ら良 い反応 を得 られ た.ま たユー ザ評価 として,大 学生 を対 象 にア ンケ
ー ト調査 を行 った結 果,全 体的 に高評価 を得 る ことが で きた.し か し,デ ジ タルコ ンテ ンツ

の問題点 と して文字 情報 による専 門用語 がユーザ の情 報理解 を妨 げて いると いう問題点 が明

らかとな った.

そ こで,本 研 究で は ピク トグ ラムを用 いたデ ジタル コンテ ンツ にお け る新 しい視 覚的情 報

提 示手法 を提案 した.ユ ーザ はあ る用語 を理 解す る際,自 らの経 験則 か らそ のイ メー ジを頭

に描 く.し か し,専 門 用語はそ の分野 に特化 した用 語で あるた め,イ メー ジ して理解 す る こ

とは難 しい.筆 者 は この専門用 語 をイ メー ジ化す る ことで,専 門知識 を持たな いユ ーザの 情

報理解 の補助が 期待で きる と考 えた.

従来 のデ ジタル コ ンテ ンツ にお け る情報提 示手法 は,文 字情報 によ るものが 主で ある.ピ

ク トグラム は,こ れ までユ ーザ イ ンタフェー スの 中で 「アイコ ン」 とい う形で 使用 された例

は多 いが,コ ンテ ンツの解 説文 中に専 門用語 の視覚化 として使用 された 例は少 ない.本 研究

では この ピク トグラムに アニ メー シ ョンを付与 し,情 報提示 時 におけ る省スペー ス性 と動的

な視覚刺激 によ るユ ーザの情 報理解度 の向上 を図った.

この ピク トグラム によ る情 報提示 の手 法を,前 述 したデ ジタル アー カイ ブに導 入 し,ユ ー

ザ 評価 を得た.そ の結 果,実 用性 を確保 するた めに,改 善す る点 はある ものの,以 上のこ と

か ら,本 研 究で はデ ジタルデ ータ の特長 を活か し,教 育 用 コンテ ンツに関す る以 下の事項 に

ついて,問 題点 を明確 にし,そ の解 消法 を明 らか に した と確 信す る.

す なわち,

i)肉 眼で観 察す ることが困難 な立体物 に特化 した情報理解 の手法 と して,

「覗 き込 み」動作 を用 いた ビュー ワシステム の有用性

ii)難 解な 専門用語 を理 解す るための手法 と して,ピ ク トグラム を用いた

視覚的情報 提示手 法の有効性

を確認 した.

この2点 の結果 を もって,現 状の 教育用 コンテ ンツの問題点 をある程度解 消 し,6分 か りや

すい'教 育 用コ ンテ ンツ として,ひ とつ の可能性 を示す ことに成功 した と結論づ ける.

今後 は,こ れ らの 手法 を用 いた システ ムや成果 物が 実社 会 にお いて広 く利用 され る ことを

期待す る.ま た本手法 を活用 する ことによ りIT社 会 にお いて,テ ジタルデー タの有効性 を 十

分に活用 した,専 門知識 を持たな い"一 般ユ ーザに優 しい"教 育用コ ンテンツの制 作が盛 んに

なる ことを切 に望む もので ある.
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究で は教育用コンテンツにお ける新 しい情報提 示の試み として,「 覗き込 み」動作と,ピ ク トグラムによる
情報提示 手法 を用 いた視覚的な情報提示システムの開発を行 った,

従来,教 育用コ ンテ ンツは教材として,紙 媒体を用いたものが主に使用 されていた.こ れ らは教科書のみでは網

羅 しきれな い内容や,視 覚的な説明の必要な対象への内容理解 を補助する ことを目的 とする.こ のため図表や イラ

ストな どを用 いて効 果的,視 覚的に分か りやす く説明がなされて いる.
一方

,こ のよ うな教材 は急速なパーソナル コンピュータ(以FPCと する)の 普及に伴い,PCを 利用した学習

機会は増大する傾向 にある.こ れ と同時に教材そのものも,そ のプラッ トフォームをアナログからデジタルへ と移

行 している.特 にデ ジタル教材のひとつであるデジタルアーカイブの分野は,こ の流れに伴い大きな広がりを見せ

つつある.

しか し現状では,こ のようなデジタルコンテ ンッはデジタルデータの利点を活か しきれているとは言い難 く,紙
媒体 とあま り差異のな い内容の ものが多い.例 えば,文 字情報のみを用いたコンテンツや,紙 の教材からスキ ャニ

ングした図表をその まま使用 したコシテンツなどである.

特 に紙媒 体で表現の困難な,立 体的な対象物 を扱 う場合,デ ジタルデータの利点を活かす ことで,ユ ーザの情報

理解度 のさ らなる向上が期待できる.

そ こで本研 究ではデ ジタルデータ本来の動的 ・視覚的表現や双方向性などの利点を活かし,デ ジタルアーカイブ

に特化 した新 しい視覚的な情報提 示の手法を提案した.こ れは専門知識を持たな い一般の人々を対象とした もので

ある.

まず,「 覗 き込 み」動 作という人間の本能的動作に着目 し,ユ ーザ とコ ンテンツとの問に双方向性を持たせた 「覗

き込み、 ビュー ワシステムの開発を行った.「 覗き込み」動作 は,日 常 生活 において対象を様々な角度か ら観察 し,

それが何で あるかを総合的に判断す るための動作であ り,特 に立体物 の観察 に有効的であると考えられる.こ れ に

よ り,二 次元的なデ ィスプ レイ上で三次元のオブジェク トを,あ たか も目の前に存在するかのように 「覗き込んで。

観察 を行 うことが可能 となる.こ れまで,「 覗き込み」動 作を用 いたユーザインタフェースの研究 はいくつか行わ

れているが,複 数のカ メラを使用 したものであったり,立 体物 を対象 とした システムではなく,実 用性や利便性 の

面で問題点が あった.本 システムでは,単 体のカメラとPCの みで 「覗き込み」 ビューワシステムを実現 したこと

で,こ れ らの問題 点を解 消した.

本 システム の評価 と して,大 学生 を対象とした アンケー ト形式による調査を行った.こ れによりユーザの興味の

喚起や情報理解 の向上に関 して良好な結果を得ることがで きたが,「 覗き込み」の動作に関 して違和感を覚 えると

い う問題点 も明 らかとなった.筆 者はこの違和感がユーザの情報理解 を妨 げて いると考えた,そ こで,さ らなるユ
ーザの情報理解 の向上のため に

,数 人の被験者から取得 したユーザ頭部 の三次元座標を 「覗き込み」ビューワシス

テムに適用 して違和感 なく 「覗き込み」動作を行えるようにした.本 研究で はこれまで定め られていなかった 「覗

き込み」とい う動作の定義づけを行 い,不 明瞭で あった 「覗き込み」という動作 を明確に示す事で,よ り自然なイ

ンタフェー スを実現 した.

次に この システ ムをデジタル コンテンッに導入 し,立 体物に対する有用性の検証を行 った.今 回は,特 に立体物

を対象に視覚的な観察 を行 うことが重要となるデジタルアーカイプに着 目した.

ますその足がか りとして,こ れ まで手付かずであった世界文化遺産高野山の丹生都比売神社のテ ジタルアー カイ

ブ化を行った.丹 生都 比売神社は明治時代の神仏分離令により起 こった廃仏鍛釈により,堂 塔仏閣のほとんどが取

り壊された という経緯 をもつ.こ の貴重な堂塔仏 閣を,3DCGを 用 いて立体的に再現 し,「覗き込み」ビュー ワシ

ステムによ り観察 を行 うことで,本 来肉眼で観察のできない 「失われた文化遺産、 を覗き込んで観察できる,

このデジタル アー カイプは 「全国マルチメデ ィア祭 わかやま2004」 にお いて2会 場で 一般に公開 された.

また産経新聞 にお いて関連記事が掲載された.特 にマルチメデ ィア祭では,一 般 の人々から良い反応を得 られた.

またユーザ評価 として,大 学 生を対象にアンケー ト調査を行った結果,全 体的 に高評価を得 ることができた.し か

し,デ ジタ ルコンテンツの問題点 として文字情報による専門用語がユーザの情報理解 を妨げているという問題点が

明らかとなった.

そこで,本 研究では ピク トグラムを用 いたデジタルコンテンツにおける新しい視覚的情報提示手法を提案 した.

ユーザ はある用語を理解する際 自らの経験則か らそのイメージを頭 に描 く.し か し,専 門用語はその分野に特化
した用語 であるため,イ メー ジして理解することは難 しい.筆 者はこの専門用語をイメー ジ化することで,専 門知

識を持 たないユーザの情報理解 の補助が期待できると考 えた.

従来 のデジタルコ ンテ ンツにおける情報提示手法 は,文 字情報 による ものが主である.ビ クトグラムは,こ れま

でユーザ インタフェースの中で 「アイコン」という形で使用された例 は多 いが,コ ンテンツの解説文中に専門用語

の視覚化 と して使用された例は少な い.本 研究ではこのピク トグ ラムにアニ メー ションを付 与し,情 報提示時にお

ける省スペース性 と動的な視覚刺激 によるユーザ の情報理解度の向 上を図った.

このビク トグ ラムによる情 報提示の手法を,前 述 したデジタル アーカイブに導入 し,ユ ーザ評価 を得た.そ の結

果,実 用性 を確保するために,改 善する点はあるものの,多 くのユーザか ら良い評価 を得ている.

以 上のことか ら,本 研究ではデジタルデータの特長を活かし,教 育用 コンテンツに関する以 下の事項について,

問題点 を明確 に し,そ の解消法を明 らかに した.



すなわち,

1)肉 眼で観察す ることが困難な立体物 に特化 した情報理解 の手法 として,
1覗 き込み」動作を用いたピュー ワシステムの有用性

iD難 解な専門用語を理解するための手法 として,ピ ク トグラム を用いた

視覚的情報提示手法の有効性

を確認 した.

この2点 の結果 をもって,現 状の教育用コンテンツの問題点をある程度解消 し,`分 か りや すい'教 育用コンテ

ンツ として,ひ とつの 可能性を示すことに成功 した.

今後は,こ れ らの手法を用いたシステムや成果物が実社会にお いて広 く利用 され ることが期待 され る.

また本研究 に関 しては,既 に各学会への論文 として,も しくは口頭発表で公判 され,学 会で の評価 も得て いる.
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以 上の こ とによ り,本 論 文 は博 士論 文 と して十 分 な もの と認め る.
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